
あなたの『自慢の一枚』を募集します！

令和７年２月１日
（2025年）

251第 号

小 竹 町 議 会
福岡県鞍手郡小竹町
TEL 0949‒62‒1967
FAX 0949‒62‒1240
議会広報編集委員会
マツオ印刷株式会社

■発　行

■編　集
■印　刷

　令和7年3月末をもって閉校を迎える小竹西小
学校、小竹南小学校、小竹北小学校の写真。
　小竹みらい小学校へと生まれ変わります。

　私たち町民は多くの子どもたちを育んでくれた
校舎への感謝と敬意の気持ちを忘れません。

広
報
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
11
月
26
日
、福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催

で
議
会
広
報
編
集
委
員
の
研
修
会
が
博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ

テ
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
編
集
委
員
が
参
加
し
、議
会
だ
よ
り
を
皆
さ
ん
に

読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、ど
の
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
を

す
る
べ
き
か
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
も
読
み
や
す
く
、分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に

励
み
ま
す
。

令和７年２月１日　福岡県小竹町　議会だより No.251（10）

自慢の一枚

　傍聴の手続きは、受付票に住所、氏名、
年齢を記入するだけです。ご不明な点は議
会事務局まで、お気軽にお問い合わせくだ
さい。　 【電話 0949 - 62 - 1967】

議会を傍聴してみませんか
小竹町議会YouTubeチャンネルで
議会中継・動画を公開中！
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◆主な議案 ････････････････････････････２
◆令和６年度補正予算 ･･････････････････３
◆一般質問 ････････････････････････････４

（令和６年12月５日～令和６年12月17日　１3日間）
12月定例会

検 索 小竹町議会  YouTube

※事情により変更される場合もありますのでご了承ください。

次回の定例会は、
３月３日（月）に開会予定です。

コメントを添えて議会事務局へ持参
または下記のアドレスへ送ってください。
応募作品の中から毎回、厳選の一枚を掲載
させていただきます。ご応募お待ちしております。

応募先 gikai@town.kotake.lg.jp

小
竹
町
の
皆
様
、新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
は
巳
年
で
ご
ざ
い

ま
す
。

へ
び
は
家
の
守
り
神
、金
運
の

象
徴
と
さ
れ
た
り
、夢
に
出
て
く

れ
ば
出
世
や
長
生
き
、１
日
３
回

見
る
と
御
馳
走
に
あ
り
つ
く
な
ど
、

幸
運
や
あ
り
が
た
い
存
在
と
し
て

言
い
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、実
物
の
へ
び
に
遭
遇
す

る
の
は
遠
慮
し
た
い
も
の
で
す
。

古
代
、日
本
や
中
国
で
は
西
暦

１
２
０
０
年
頃
ま
で
、「
虹
は
生
き

も
の
だ
」と
考
え
ら
れ
て
い
て
、虹

を
大
蛇
が
大
空
を
貫
く
さ
ま
に
見

立
て
て
い
た
よ
う
で
す
。

今
年
も
幸
運
の
大
き
な
虹
が
皆

様
の
も
と
に
た
く
さ
ん
舞
い
降
り

て
き
ま
す
様
、願
っ
て
い
ま
す
。

１
日
１
日
を
大
切
に
過
ご
し
、

体
が
疲
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、

常
に「
心
は
元
気
に
」を
合
言
葉
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
　
和
田
伸
一
）

編
集
後
記

編
集
後
記

〔写真提供者 御徳２区 小川 浩史 さま〕 黒川温泉の湯灯りでほっこり



可
決
可
決

継
続
継
続

可
決
可
決

着
手
時
期
の
変
更
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、譲
渡
先
は

手
続
き
を
誠
実
に
取
っ
て
い
る
の
で
、契
約
事
項
に
違

反
し
て
い
な
い
。

Ⓠ
【
議
員
】今
回
こ
の
土
地
を
買
い
上
げ
る
判
断
を

し
た
理
由
は
。

Ⓐ
【
企
画
調
整
課
長
】町
の
経
済
発
展
に
効
果
が
得

ら
れ
な
い
現
状
を
改
善
す
る
た
め
。

　
ま
た
、契
約
か
ら
10
年
経
過
す
る
と
転
売
が
可
能

に
な
り
、譲
渡
先
が
転
売
に
よ
っ
て
利
益
を
あ
げ
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
。

Ⓠ
【
議
員
】工
場
を
建
て
な
か
っ
た
理
由
は
。

Ⓐ
【
企
画
調
整
課
長
】コ
ロ
ナ
禍
以
降
、小
売
業
も

深
刻
な
状
況
に
あ
り
、人
件
費
や
資
材
費
等
の
変
動

は
想
定
外
で
、事
業
化
を
進
め
る
こ
と
は
本
業
の
小

売
業
に
も
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
高
い
た
め
断
念
し

た
と
聞
い
て
い
る
。

Ⓠ
【
議
員
】「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」２
０
０
０
万

円
は
ど
こ
か
ら
の
寄
附
な
の
か
。

Ⓐ
【
企
画
調
整
課
長
】右
に
記
載
の
譲
渡
先
か
ら
地

域
貢
献
と
い
う
こ
と
で
寄
附
の
申
し
入
れ
を
受
け
て

い
る
。
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令和７年２月１日　福岡県小竹町　議会だより No.251 （2）令和７年２月１日　福岡県小竹町　議会だより No.251 （3）

12月定例会の主な議案

内
容

　
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
研

修
受
講
期
限
の
経
過
措
置
が
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、国
の
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
実
施
要
綱
の
内
容
に
合

わ
せ
て
、改
正
す
る
も
の
。

質
疑

　
２
年
以
内
に
当
該
研
修
を
受
け

る
と
改
正
し
て
い
る
が
、２
年
以
内

と
定
め
た
根
拠
は
。

　
ま
た
、児
童
育
成
に
関
す
る
支
援

員
の
研
修
事
項
は
、早
め
に
受
講
す

べ
き
と
考
え
る
が
、そ
れ
が
可
能
と

な
ら
な
い
の
は
ど
の
よ
う
な
事
由
か

ら
か
。

回
答 （
健
康
こ
ど
も
課
長
）　

　
国
の
要
綱
に
合
わ
せ
２
年
以
内
と

し
て
い
る
。

　
放
課
後
児
童
支
援
員
は
、保
育

士
、社
会
福
祉
士
な
ど
の
有
資
格
者
、

高
校
卒
業
以
上
で
２
年
以
上
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
等
に
従
事
し
て

い
る
者
が
研
修
を
受
け
て
資
格
を
取

得
で
き
る
。事
業
に
従
事
し
な
が
ら

研
修
を
受
講
す
る
た
め
、２
年
以
内

と
の
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

小
竹
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議案第５６号

内
容

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
措
置

及
び
起
因
す
る
問
題
へ
の
適
切
な
対

応
に
よ
り
、良
好
な
職
場
環
境
を
確

立
す
る
た
め
に
提
案
さ
れ
た
も
の
。

総
務
産
建
委
員
会
で
の
意
見

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
被
害
者

に
対
す
る
救
済
に
つ
い
て
、問
題
解

決
の
指
針
が
必
要
と
判
断
し
、継
続

審
査
と
し
た
。

小
竹
町
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

議案第５４号

内
容

　
業
集
落
排
水
使
用
料
の
世
帯
割

を
１
０
０
０
円
に
改
め
る
も
の
。

小
竹
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議案第５８号

議案第５４号

区分
し尿・雑排水
雑排水のみ

世帯割
2,800円
2,000円

世帯員割
１人  1,200円
１人  800円

区分
し尿・雑排水
雑排水のみ

世帯割
1,000円
1,000円

改正後

世帯員割
１人  1,200円
１人  800円

継
続小竹町ハラスメント防止条例の制定について 陳情第１号 採

択
再審法改正を求める意見書採択の陳情につ
いて

議案第５５号 可
決

小竹町行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について

発委第４号 可
決再審法改正を求める意見書について

議案第５６号 可
決

可
決

小竹町放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

発議第６号 食料自給率向上を政府の法的義務とすること
を求める意見書について

議案第５７号 可
決

小竹町学童保育所設置条例の一部を改正する
条例の制定について 議案第６２号 可

決
小竹町一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

議案第５８号 可
決

小竹町農業集落排水処理施設の管理に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 議案第６３号

議案第
６４～６９号

可
決

可
決

小竹町一般職に属する単純な労務に雇用され
る職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
小竹町（一般・国民健康保険特別・後期高齢者
医療特別・立病院事業特別・水道事業特別・下
水道事業特別）会計補正予算について

議案第
５９～６１号

可
決

小竹町（一般・国民健康保険特別・水道事業特
別）会計補正予算について

前号（議会だより250号）4ページの不納欠損の説明において「徴収をあきらめること」と記載していましたが、適正な表現ではありませんでし
たので、下記の通り訂正いたします。
「徴収をあきらめること」→「徴収ができないこと」

12月定例会で議決した議案
一部事務組合に対する主な質疑

令和６年度補正予算に対する主な質疑

Ⓠ
【
議
員
】新
し
い
ご
み
処
理
施
設
の
候
補
地
が
、選

定
委
員
会
が
選
ん
だ
土
地
か
ら
変
更
さ
れ
た
理
由
は
。

Ⓐ
【
町
長
】選
定
委
員
会
が
選
定
候
補
地
を
２
カ
所

選
出
し
、そ
の
後
、正
副
組
合
長
の
中
で
費
用
等
を
検

討
し
、優
先
検
討
候
補
地
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
段

階
で
あ
る
。

QA
宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理
施
設
組
合

ご
み
処
理
施
設
新
設
に
伴
う
候
補
地
は

Ⓠ
【
議
員
】ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員
会
報
酬
１
０
０

万
円
の
内
容
は
。

Ⓐ
【
総
務
課
長
】近
隣
の
市
町
村
の
事
例
を
参
考
に

し
て
、対
策
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
弁
護
士
の
方
を
中

心
に
お
願
い
す
る
。

　
金
額
は
今
後
の
交
渉
次
第
で
あ
り
、予
算
も
近
隣

市
町
村
の
予
算
を
参
考
に
し
て
い
る
。

QA
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員
会
委
員
報
酬

１
０
０
万
円（
６
人
分
）

Ⓠ
【
議
員
】水
質
調
査
業
務
委
託
４
８
０
万
円
は
、

今
話
題
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
も
含
ま
れ
る
の
か
。

Ⓐ
【
上
下
水
道
課
長
】Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
）の
検
査
は
、令
和
３
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

検
出
基
準
下
限
値
未
満
で
あ
る
。

QA
小
竹
町
水
道
事
業
特
別
会
計

水
質
検
査
業
務
委
託
　
４
８
０
万
円

Ⓠ
【
議
員
】購
入
す
る
財
産
の
内
容
と
購
入
目
的
は
。

Ⓐ
【
企
画
調
整
課
長
】小
竹
団
地
Ａ
-９
区
画
大
字

南
良
津
の
土
地
で
あ
る
。

　
譲
渡
先
よ
り
当
初
の
事
業
計
画
を
変
更
し
た
い
の

で
、土
地
を
返
還
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、双
方

協
議
の
上
、今
回
土
地
を
買
い
上
げ
、再
分
譲
を
目
指

す
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。　

Ⓠ
【
議
員
】譲
渡
先
と
の
契
約
か
ら
８
年
経
過
し
て

い
る
。

　
譲
渡
契
約
に
は
３
年
以
内
に
工
場
を
建
設
し
、４

年
以
内
に
操
業
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
間
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
が
さ
れ
た
の
か
。

Ⓐ
【
企
画
調
整
課
長
】確
か
に
契
約
書
に
は
３
年
以

内
に
使
用
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
条
件
と
し
て
謳
わ

れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、理
由
等
を
示
し
て
届
け
出
た
場
合
に
は

QA

QAQA QA

A Q
公
有
財
産
購
入
費
　
９
４
５
９
万
円

Ⓠ
【
議
員
】消
防
関
係
の
用
地
の
選
定
を
め
ぐ
っ
て
、

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
の
中
で
協
議
を
し
て

決
定
し
た
。そ
の
後
の
計
画
の
進
み
具
合
は
。　

Ⓐ
【
企
画
課
長
】設
計
は
完
了
し
、来
年
度
の
当
初
予

算
で
関
連
工
事
が
計
上
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

QA
直
方・鞍
手
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

消
防
小
竹
出
張
所
移
転
の
進
捗
は

一般会計

可
決
可
決

1億6618万円
特別会計
国民健康保険特別会計

水道事業特別会計 
債務負担行為

103万円

480万円
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が
高
い
た
め
断
念
し

た
と
聞
い
て
い
る
。

Ⓠ
【
議
員
】「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」２
０
０
０
万

円
は
ど
こ
か
ら
の
寄
附
な
の
か
。

Ⓐ
【
企
画
調
整
課
長
】右
に
記
載
の
譲
渡
先
か
ら
地

域
貢
献
と
い
う
こ
と
で
寄
附
の
申
し
入
れ
を
受
け
て

い
る
。
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12月定例会の主な議案

内
容

　
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
研

修
受
講
期
限
の
経
過
措
置
が
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、国
の
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
実
施
要
綱
の
内
容
に
合

わ
せ
て
、改
正
す
る
も
の
。

質
疑

　
２
年
以
内
に
当
該
研
修
を
受
け

る
と
改
正
し
て
い
る
が
、２
年
以
内

と
定
め
た
根
拠
は
。

　
ま
た
、児
童
育
成
に
関
す
る
支
援

員
の
研
修
事
項
は
、早
め
に
受
講
す

べ
き
と
考
え
る
が
、そ
れ
が
可
能
と

な
ら
な
い
の
は
ど
の
よ
う
な
事
由
か

ら
か
。

回
答 （
健
康
こ
ど
も
課
長
）　

　
国
の
要
綱
に
合
わ
せ
２
年
以
内
と

し
て
い
る
。

　
放
課
後
児
童
支
援
員
は
、保
育

士
、社
会
福
祉
士
な
ど
の
有
資
格
者
、

高
校
卒
業
以
上
で
２
年
以
上
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
等
に
従
事
し
て

い
る
者
が
研
修
を
受
け
て
資
格
を
取

得
で
き
る
。事
業
に
従
事
し
な
が
ら

研
修
を
受
講
す
る
た
め
、２
年
以
内

と
の
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

小
竹
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

議案第５６号

内
容

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た
め
措
置

及
び
起
因
す
る
問
題
へ
の
適
切
な
対

応
に
よ
り
、良
好
な
職
場
環
境
を
確

立
す
る
た
め
に
提
案
さ
れ
た
も
の
。

総
務
産
建
委
員
会
で
の
意
見

　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
被
害
者

に
対
す
る
救
済
に
つ
い
て
、問
題
解

決
の
指
針
が
必
要
と
判
断
し
、継
続

審
査
と
し
た
。

小
竹
町
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

議案第５４号

内
容

　
業
集
落
排
水
使
用
料
の
世
帯
割

を
１
０
０
０
円
に
改
め
る
も
の
。

小
竹
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議案第５８号

議案第５４号

区分
し尿・雑排水
雑排水のみ

世帯割
2,800円
2,000円

世帯員割
１人  1,200円
１人  800円

区分
し尿・雑排水
雑排水のみ

世帯割
1,000円
1,000円

改正後

世帯員割
１人  1,200円
１人  800円

継
続小竹町ハラスメント防止条例の制定について 陳情第１号 採

択
再審法改正を求める意見書採択の陳情につ
いて

議案第５５号 可
決

小竹町行政手続における特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について

発委第４号 可
決再審法改正を求める意見書について

議案第５６号 可
決

可
決

小竹町放課後児童健全育成事業の設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

発議第６号 食料自給率向上を政府の法的義務とすること
を求める意見書について

議案第５７号 可
決

小竹町学童保育所設置条例の一部を改正する
条例の制定について 議案第６２号 可

決
小竹町一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

議案第５８号 可
決

小竹町農業集落排水処理施設の管理に関する
条例の一部を改正する条例の制定について 議案第６３号

議案第
６４～６９号

可
決

可
決

小竹町一般職に属する単純な労務に雇用され
る職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
小竹町（一般・国民健康保険特別・後期高齢者
医療特別・立病院事業特別・水道事業特別・下
水道事業特別）会計補正予算について

議案第
５９～６１号

可
決

小竹町（一般・国民健康保険特別・水道事業特
別）会計補正予算について

前号（議会だより250号）4ページの不納欠損の説明において「徴収をあきらめること」と記載していましたが、適正な表現ではありませんでし
たので、下記の通り訂正いたします。
「徴収をあきらめること」→「徴収ができないこと」

12月定例会で議決した議案
一部事務組合に対する主な質疑

令和６年度補正予算に対する主な質疑

Ⓠ
【
議
員
】新
し
い
ご
み
処
理
施
設
の
候
補
地
が
、選

定
委
員
会
が
選
ん
だ
土
地
か
ら
変
更
さ
れ
た
理
由
は
。

Ⓐ
【
町
長
】選
定
委
員
会
が
選
定
候
補
地
を
２
カ
所

選
出
し
、そ
の
後
、正
副
組
合
長
の
中
で
費
用
等
を
検

討
し
、優
先
検
討
候
補
地
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
段

階
で
あ
る
。

QA
宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理
施
設
組
合

ご
み
処
理
施
設
新
設
に
伴
う
候
補
地
は

Ⓠ
【
議
員
】ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員
会
報
酬
１
０
０

万
円
の
内
容
は
。

Ⓐ
【
総
務
課
長
】近
隣
の
市
町
村
の
事
例
を
参
考
に

し
て
、対
策
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
弁
護
士
の
方
を
中

心
に
お
願
い
す
る
。

　
金
額
は
今
後
の
交
渉
次
第
で
あ
り
、予
算
も
近
隣

市
町
村
の
予
算
を
参
考
に
し
て
い
る
。

QA
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員
会
委
員
報
酬

１
０
０
万
円（
６
人
分
）

Ⓠ
【
議
員
】水
質
調
査
業
務
委
託
４
８
０
万
円
は
、

今
話
題
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
も
含
ま
れ
る
の
か
。

Ⓐ
【
上
下
水
道
課
長
】Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
）の
検
査
は
、令
和
３
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

検
出
基
準
下
限
値
未
満
で
あ
る
。

QA
小
竹
町
水
道
事
業
特
別
会
計

水
質
検
査
業
務
委
託
　
４
８
０
万
円

Ⓠ
【
議
員
】購
入
す
る
財
産
の
内
容
と
購
入
目
的
は
。

Ⓐ
【
企
画
調
整
課
長
】小
竹
団
地
Ａ
-９
区
画
大
字

南
良
津
の
土
地
で
あ
る
。

　
譲
渡
先
よ
り
当
初
の
事
業
計
画
を
変
更
し
た
い
の

で
、土
地
を
返
還
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、双
方

協
議
の
上
、今
回
土
地
を
買
い
上
げ
、再
分
譲
を
目
指

す
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。　

Ⓠ
【
議
員
】譲
渡
先
と
の
契
約
か
ら
８
年
経
過
し
て

い
る
。

　
譲
渡
契
約
に
は
３
年
以
内
に
工
場
を
建
設
し
、４

年
以
内
に
操
業
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
間
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
が
さ
れ
た
の
か
。

Ⓐ
【
企
画
調
整
課
長
】確
か
に
契
約
書
に
は
３
年
以

内
に
使
用
用
途
に
供
す
る
こ
と
が
条
件
と
し
て
謳
わ

れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、理
由
等
を
示
し
て
届
け
出
た
場
合
に
は

QA

QAQA QA

A Q
公
有
財
産
購
入
費
　
９
４
５
９
万
円

Ⓠ
【
議
員
】消
防
関
係
の
用
地
の
選
定
を
め
ぐ
っ
て
、

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
の
中
で
協
議
を
し
て

決
定
し
た
。そ
の
後
の
計
画
の
進
み
具
合
は
。　

Ⓐ
【
企
画
課
長
】設
計
は
完
了
し
、来
年
度
の
当
初
予

算
で
関
連
工
事
が
計
上
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

QA
直
方・鞍
手
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

消
防
小
竹
出
張
所
移
転
の
進
捗
は

一般会計

可
決
可
決

1億6618万円
特別会計
国民健康保険特別会計

水道事業特別会計 
債務負担行為

103万円

480万円
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●水道施設の老朽化に対する対応は
●小竹町におけるゴミの減量化への取り組みについて

良永　陽臣 議員良永　陽臣 議員

そこが知りたい  一般質問 そこが知りたい  一般質問

問
水
道
施
設
の
老

朽
化
に
よ
り
、全
国

各
地
の
市
町
村
で

水
道
料
金
の
値
上

げ
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
き

て
い
る
。

　
そ
の
主
な
理
由
は

水
道
管
の
老
朽
化
、

ト
イ
レ
・
洗
濯
機
な

ど
の
節
水
、機
能
向

上
に
伴
う
節
水
、過

疎
に
よ
る
人
口
減
少

で
あ
る
。

　
人
口
減
少
が
進

む
な
か
、現
在
の
水

道
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

し
て
い
く
と
し
た
場

合
、２
０
４
６
年
ま

で
に
全
国
に
あ
る
事

業
体
の
96
％
で
、水

道
料
金
の
値
上
げ

の
可
能
性
が
あ
る

と
民
間
機
構
が
発

表
し
た
。

　
小
竹
町
は
２
０
２

７
年
度
に
＋
17
％
の

料
金
改
定
が
必
要

と
推
計
さ
れ
て
い
る

が
、料
金
改
定
を
検

討
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

答
節
水
意
識
や
人

口
減
少
に
伴
う
給

水
収
益
の
減
少
、老

朽
化
し
た
水
道
施

設
の
更
新
等
を
理

由
と
し
て
、水
道
料

金
の
改
定
を
行
う

水
道
事
業
体
が
増

え
て
い
る
。

　
小
竹
町
で
も
同

様
な
理
由
で
収
益

が
減
少
し
、費
用
が

増
加
す
る
傾
向
が

続
い
て
お
り
、経
営

状
況
が
非
常
に
厳

し
く
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。

　
水
道
事
業
は
、そ

の
使
用
料
で
経
営
を

行
う
公
営
企
業
で

あ
る
た
め
、収
益
が

減
少
し
費
用
が
増

加
す
る
状
況
で
は
、

現
行
の
料
金
で
経

営
を
続
け
て
い
く
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、

料
金
改
定
に
つ
い
て

は
避
け
て
通
れ
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
具
体
的
な
検
討

は
審
議
会
等
で
議

論
す
る
必
要
が
あ

る
が
、町
民
の
生
活

に
直
結
す
る
公
共

料
金
な
の
で
、大
き

な
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
慎
重
に
進
め
て

い
き
た
い
。

問
小
竹
町
で
は
、宮

若
市
や
鞍
手
町
と
と

も
に
令
和
14
年
を
目

途
に
ご
み
処
理
施
設

の
更
新
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
近
年
、同

様
に
更
新
時
期
を
迎

え
る
近
隣
市
町
村
の

ご
み
処
理
施
設
の
更

新
を
見
る
と
、膨
大

な
予
算
を
伴
う
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　
少
し
で
も
、ご
み

処
理
施
設
の
建
設
予

算
を
少
な
く
す
る
た

め
に
、積
極
的
な
ゴ

ミ
の
減
量
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

　
宮
若
市
に
あ
る
く

ら
じ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、月
に
２

回
、食
品
ト
レ
ー
類

を
は
じ
め
、か
な
り

多
く
の
品
目
を
回
収

し
て
い
る
。

　
小
竹
町
で
も
、く

ら
じ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
多
品

目
の
資
源
回
収
に
取

り
組
み
、ゴ
ミ
の
減

量
化
を
進
め
て
は
ど

う
か
。

答
小
竹
町
の
資
源

回
収
事
業
で
は
、毎

月
１
回
、第
３
日
曜

日
の
午
後
９
時
か
ら

正
午
ま
で
、役
場
旧

庁
舎
で
実
施
し
て
い

る
。

　
宮
若
市
本
城
の
、

く
ら
じ
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
は
毎
月
２

回
、第
１・第
３
日
曜

日
の
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で
資
源
回

収
を
実
施
し
て
お
り
、

小
竹
町
の
住
民
で
あ

れ
ば
持
ち
込
み
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
小
竹
町
の
回
収

品
目
は
11
品
目
で
、

く
ら
じ
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
回
収
し
て

い
る
品
目
の
う
ち
、

小
竹
町
で
回
収
し
て

い
な
い
品
目
は「
ビ

ニ
ー
ル
袋
・
食
品
ト

レ
ー
類
・
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル・小
型
家
電・

蛍
光
管
・
水
銀
体
温

計・水
銀
温
度
計・乾

電
池
・
使
い
捨
て
ラ

イ
タ
ー
・
ボ
タ
ン
電

池・充
電
式
電
池
」で

あ
る
。

　
食
品
ト
レ
ー
類
に

つ
い
て
は
、可
燃
ゴ

ミ
に
対
す
る
か
さ
割

合
が
高
い
の
で
、で

き
る
限
り
回
収
を

行
う
べ
き
と
考
え
て

い
る
が
、回
収
業
者

等
と
調
整
す
べ
き
課

題
が
あ
る
の
で
、協

議
を
進
め
て
い
る
。

　
町
民
の
皆
様
に
は

食
品
ト
レ
ー
類
の
回

収
を
行
っ
て
い
る
店

舗
や
く
ら
じ
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持

ち
込
み
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
積
極
的

な
案
内
を
し
て
い
く
。

問

答

問

答

●固定資産税の納期変更検討は
●現在、休止中の小竹町国土調査への見解は

一滴　浩子 議員一滴　浩子 議員

問
令
和
６
年
度
よ

り
納
税
方
式
が
集
合

税
方
式
か
ら
単
税
方

式
に
変
更
さ
れ
た
。

　
５
月
は
自
動
車

税
と
固
定
資
産
税

の
１
回
目
が
重
な
り
、

今
ま
で
に
な
い
納
税

負
担
を
感
じ
た
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
１
世
帯
数
台
を

所
有
す
る
世
帯
も

あ
り
、家
計
へ
の
影

響
は
想
像
以
上
に

大
き
か
っ
た
。

　
固
定
資
産
税
は

他
の
税
と
算
出
方

法
が
異
な
る
た
め
、

他
の
自
治
体
で
は
納

税
開
始
月
を
４
月

と
し
、翌
年
の
３
月

ま
で
の
４
回
払
い
に

設
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

　
納
税
は
国
民
の
義

務
だ
が
、納
税
の
し

や
す
さ
は
提
供
さ
れ

て
し
か
る
べ
き
住
民

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　
納
期
変
更
な
ど

今
後
検
討
す
べ
き
課

題
だ
と
考
え
る
が
い

か
が
お
考
え
か
。

答
固
定
資
産
税
の

納
期
変
更
に
よ
り
、

１
期
当
た
り
の
納
税

額
が
従
来
の
約
２・

５
倍
と
な
っ
た
。

　
自
動
車
税
の
納

期
が
重
な
る
こ
と
で
、

５
月
は
納
税
者
負

担
が
大
き
く
な
る
こ

と
は
十
分
認
識
を

し
て
い
る
。

　
故
に
広
報
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
い
納
付
開
始

時
期
の
認
知
を
最

優
先
に
周
知
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　
納
期
変
更
に
つ
い

て
は
現
時
点
に
お
い

て
、収
納
率
に
大
き

な
変
化
が
な
い
こ
と

も
あ
り
、検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
は

捉
え
て
い
な
い
が
、

今
後
、十
分
に
検
証

を
行
い
、納
税
者
に

寄
り
添
っ
た
税
制
運

営
を
目
指
し
て
い
く
。

問
「
国
土
調
査
」に

つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

　
相
続
に
関
わ
る

名
義
変
更
に
つ
い
て
、

２
０
２
４
年
４
月
、

相
続
登
記
が
義
務

化
さ
れ
た
。

　
相
続
し
た
土
地

を
売
却
し
よ
う
と

し
て
も
境
界
線
問

題
に
よ
っ
て
売
却
で

き
ず
、故
に
相
続
登

記
も
さ
れ
ず
、不
用

心
な
空
き
家
、空
き

地
が
増
加
し
、固
定

資
産
税
の
未
収
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
こ
の
問
題
解
決
の

一つ
と
し
て「
国
土
調

査
」を
し
て
い
る
か
、

し
て
い
な
い
か
は
大

き
な
分
岐
点
と
な
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
や

土
地
利
用
を
阻
害

す
る
要
因
を
払
拭

す
る
た
め
に
も「
国

土
調
査
」は
過
疎
地

こ
そ
不
可
欠
な
調

査
と
考
え
る
。

　
県
内
に
お
い
て
国

土
調
査
を
行
っ
て
い

な
い
市
町
村
は
い
く

つ
あ
る
の
か
。

　
現
在
休
止
し
て
い

る
小
竹
町
の
国
土

調
査
へ
の
見
解
と
今

後
の
調
査
予
定
は
。

答
国
土
調
査
と
は
、

法
に
基
づ
き
境
界

や
面
積
を
測
量
に
よ

り
確
定
さ
せ
、地
籍

図
及
び
地
籍
簿
に

取
り
ま
と
め
る
も
の
。

　
土
地
売
買
等
の

円
滑
化
や
管
理
の

適
正
化
に
つ
な
が
る

効
果
が
見
込
ま
れ
、

県
内
60
自
治
体
中
、

令
和
６
年
度
で
国

土
調
査
が
完
了
し

た
自
治
体
は
38
市

町
村
、実
施
中
は
18

市
町
村
、休
止
中
は

小
竹
町
も
含
め
て
４

市
町
村
で
あ
る
。

　
小
竹
町
の
国
土

調
査
事
業
は
、平
成

19
年
度
に
国
土
調

査
係
を
設
置
し
、平

成
21
年
度
に
基
本

計
画
を
策
定
し
、一

部
の
調
査
を
終
え
た

が
、平
成
23
年
度
か

ら
財
政
状
況
及
び

調
査
体
制
が
整
わ

な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、休
止
中
で
あ
る
。

　
調
査
を
進
め
る
に

は
、５
名
体
制
で
も

15
年
間
の
期
間
が

必
要
と
試
算
が
さ

れ
た
。

　
調
査
年
限
の
延

長
も
検
討
さ
れ
た
が
、

総
事
業
費
が
よ
り
高

額
と
な
る
為
、休
止

と
な
っ
た
。

　
現
在
、人
員
、財

政
の
両
面
に
お
い
て
、

休
止
を
判
断
し
た

時
期
よ
り
、更
に
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

　
故
に
再
開
で
き
る

時
期
は
不
透
明
で

は
あ
る
が
、今
後
も

情
報
収
集
等
に
努

め
て
い
く
。

意
見
納
税
方
法
も

国
土
調
査
も
住
民

生
活
の
基
盤
と
な
る

も
の
で
あ
り
、住
み

た
い
ま
ち
づ
く
り
に

は
欠
か
せ
な
い
要
項

で
あ
る
。地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
切
望
す
る
。

問

答問

答
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●水道施設の老朽化に対する対応は
●小竹町におけるゴミの減量化への取り組みについて

良永　陽臣 議員良永　陽臣 議員

そこが知りたい  一般質問 そこが知りたい  一般質問

問
水
道
施
設
の
老

朽
化
に
よ
り
、全
国

各
地
の
市
町
村
で

水
道
料
金
の
値
上

げ
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
き

て
い
る
。

　
そ
の
主
な
理
由
は

水
道
管
の
老
朽
化
、

ト
イ
レ
・
洗
濯
機
な

ど
の
節
水
、機
能
向

上
に
伴
う
節
水
、過

疎
に
よ
る
人
口
減
少

で
あ
る
。

人
口
減
少
が
進

む
な
か
、現
在
の
水

道
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

し
て
い
く
と
し
た
場

合
、２
０
４
６
年
ま

で
に
全
国
に
あ
る
事

業
体
の
96
％
で
、水

道
料
金
の
値
上
げ

の
可
能
性
が
あ
る

と
民
間
機
構
が
発

表
し
た
。

　
小
竹
町
は
２
０
２

７
年
度
に
＋
17
％
の

料
金
改
定
が
必
要

と
推
計
さ
れ
て
い
る

が
、料
金
改
定
を
検

討
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

答
節
水
意
識
や
人

口
減
少
に
伴
う
給

水
収
益
の
減
少
、老

朽
化
し
た
水
道
施

設
の
更
新
等
を
理

由
と
し
て
、水
道
料

金
の
改
定
を
行
う

水
道
事
業
体
が
増

え
て
い
る
。

　
小
竹
町
で
も
同

様
な
理
由
で
収
益

が
減
少
し
、費
用
が

増
加
す
る
傾
向
が

続
い
て
お
り
、経
営

状
況
が
非
常
に
厳

し
く
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。

　
水
道
事
業
は
、そ

の
使
用
料
で
経
営
を

行
う
公
営
企
業
で

あ
る
た
め
、収
益
が

減
少
し
費
用
が
増

加
す
る
状
況
で
は
、

現
行
の
料
金
で
経

営
を
続
け
て
い
く
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、

料
金
改
定
に
つ
い
て

は
避
け
て
通
れ
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
具
体
的
な
検
討

は
審
議
会
等
で
議

論
す
る
必
要
が
あ

る
が
、町
民
の
生
活

に
直
結
す
る
公
共

料
金
な
の
で
、大
き

な
負
担
に
な
ら
な
い

よ
う
慎
重
に
進
め
て

い
き
た
い
。

問
小
竹
町
で
は
、宮

若
市
や
鞍
手
町
と
と

も
に
令
和
14
年
を
目

途
に
ご
み
処
理
施
設

の
更
新
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
。

　
し
か
し
近
年
、同

様
に
更
新
時
期
を
迎

え
る
近
隣
市
町
村
の

ご
み
処
理
施
設
の
更

新
を
見
る
と
、膨
大

な
予
算
を
伴
う
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

　
少
し
で
も
、ご
み

処
理
施
設
の
建
設
予

算
を
少
な
く
す
る
た

め
に
、積
極
的
な
ゴ

ミ
の
減
量
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

　
宮
若
市
に
あ
る
く

ら
じ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、月
に
２

回
、食
品
ト
レ
ー
類

を
は
じ
め
、か
な
り

多
く
の
品
目
を
回
収

し
て
い
る
。

　
小
竹
町
で
も
、く

ら
じ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
よ
う
な
多
品

目
の
資
源
回
収
に
取

り
組
み
、ゴ
ミ
の
減

量
化
を
進
め
て
は
ど

う
か
。

答
小
竹
町
の
資
源

回
収
事
業
で
は
、毎

月
１
回
、第
３
日
曜

日
の
午
後
９
時
か
ら

正
午
ま
で
、役
場
旧

庁
舎
で
実
施
し
て
い

る
。

　
宮
若
市
本
城
の
、

く
ら
じ
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
は
毎
月
２

回
、第
１・第
３
日
曜

日
の
午
前
９
時
か
ら

正
午
ま
で
資
源
回

収
を
実
施
し
て
お
り
、

小
竹
町
の
住
民
で
あ

れ
ば
持
ち
込
み
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

小
竹
町
の
回
収

品
目
は
11
品
目
で
、

く
ら
じ
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
回
収
し
て

い
る
品
目
の
う
ち
、

小
竹
町
で
回
収
し
て

い
な
い
品
目
は「
ビ

ニ
ー
ル
袋
・
食
品
ト

レ
ー
類
・
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル・小
型
家
電・

蛍
光
管
・
水
銀
体
温

計・水
銀
温
度
計・乾

電
池
・
使
い
捨
て
ラ

イ
タ
ー
・
ボ
タ
ン
電

池・充
電
式
電
池
」で

あ
る
。

　
食
品
ト
レ
ー
類
に

つ
い
て
は
、可
燃
ゴ

ミ
に
対
す
る
か
さ
割

合
が
高
い
の
で
、で

き
る
限
り
回
収
を

行
う
べ
き
と
考
え
て

い
る
が
、回
収
業
者

等
と
調
整
す
べ
き
課

題
が
あ
る
の
で
、協

議
を
進
め
て
い
る
。

　
町
民
の
皆
様
に
は

食
品
ト
レ
ー
類
の
回

収
を
行
っ
て
い
る
店

舗
や
く
ら
じ
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持

ち
込
み
を
し
て
い
た

だ
く
よ
う
積
極
的

な
案
内
を
し
て
い
く
。

問

答

問

答

●固定資産税の納期変更検討は
●現在、休止中の小竹町国土調査への見解は

一滴　浩子 議員一滴　浩子 議員

問
令
和
６
年
度
よ

り
納
税
方
式
が
集
合

税
方
式
か
ら
単
税
方

式
に
変
更
さ
れ
た
。

５
月
は
自
動
車

税
と
固
定
資
産
税

の
１
回
目
が
重
な
り
、

今
ま
で
に
な
い
納
税

負
担
を
感
じ
た
と
の

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

１
世
帯
数
台
を

所
有
す
る
世
帯
も

あ
り
、家
計
へ
の
影

響
は
想
像
以
上
に

大
き
か
っ
た
。

固
定
資
産
税
は

他
の
税
と
算
出
方

法
が
異
な
る
た
め
、

他
の
自
治
体
で
は
納

税
開
始
月
を
４
月

と
し
、翌
年
の
３
月

ま
で
の
４
回
払
い
に

設
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

納
税
は
国
民
の
義

務
だ
が
、納
税
の
し

や
す
さ
は
提
供
さ
れ

て
し
か
る
べ
き
住
民

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

納
期
変
更
な
ど

今
後
検
討
す
べ
き
課

題
だ
と
考
え
る
が
い

か
が
お
考
え
か
。

答
固
定
資
産
税
の

納
期
変
更
に
よ
り
、

１
期
当
た
り
の
納
税

額
が
従
来
の
約
２・

５
倍
と
な
っ
た
。

自
動
車
税
の
納

期
が
重
な
る
こ
と
で
、

５
月
は
納
税
者
負

担
が
大
き
く
な
る
こ

と
は
十
分
認
識
を

し
て
い
る
。

故
に
広
報
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
使
い
納
付
開
始

時
期
の
認
知
を
最

優
先
に
周
知
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

納
期
変
更
に
つ
い

て
は
現
時
点
に
お
い

て
、収
納
率
に
大
き

な
変
化
が
な
い
こ
と

も
あ
り
、検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
は

捉
え
て
い
な
い
が
、

今
後
、十
分
に
検
証

を
行
い
、納
税
者
に

寄
り
添
っ
た
税
制
運

営
を
目
指
し
て
い
く
。

問
「
国
土
調
査
」に

つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

相
続
に
関
わ
る

名
義
変
更
に
つ
い
て
、

２
０
２
４
年
４
月
、

相
続
登
記
が
義
務

化
さ
れ
た
。

相
続
し
た
土
地

を
売
却
し
よ
う
と

し
て
も
境
界
線
問

題
に
よ
っ
て
売
却
で

き
ず
、故
に
相
続
登

記
も
さ
れ
ず
、不
用

心
な
空
き
家
、空
き

地
が
増
加
し
、固
定

資
産
税
の
未
収
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

こ
の
問
題
解
決
の

一つ
と
し
て「
国
土
調

査
」を
し
て
い
る
か
、

し
て
い
な
い
か
は
大

き
な
分
岐
点
と
な
る
。

ま
ち
づ
く
り
や

土
地
利
用
を
阻
害

す
る
要
因
を
払
拭

す
る
た
め
に
も「
国

土
調
査
」は
過
疎
地

こ
そ
不
可
欠
な
調

査
と
考
え
る
。

県
内
に
お
い
て
国

土
調
査
を
行
っ
て
い

な
い
市
町
村
は
い
く

つ
あ
る
の
か
。

現
在
休
止
し
て
い

る
小
竹
町
の
国
土

調
査
へ
の
見
解
と
今

後
の
調
査
予
定
は
。

答
国
土
調
査
と
は
、

法
に
基
づ
き
境
界

や
面
積
を
測
量
に
よ

り
確
定
さ
せ
、地
籍

図
及
び
地
籍
簿
に

取
り
ま
と
め
る
も
の
。

土
地
売
買
等
の

円
滑
化
や
管
理
の

適
正
化
に
つ
な
が
る

効
果
が
見
込
ま
れ
、

県
内
60
自
治
体
中
、

令
和
６
年
度
で
国

土
調
査
が
完
了
し

た
自
治
体
は
38
市

町
村
、実
施
中
は
18

市
町
村
、休
止
中
は

小
竹
町
も
含
め
て
４

市
町
村
で
あ
る
。

小
竹
町
の
国
土

調
査
事
業
は
、平
成

19
年
度
に
国
土
調

査
係
を
設
置
し
、平

成
21
年
度
に
基
本

計
画
を
策
定
し
、一

部
の
調
査
を
終
え
た

が
、平
成
23
年
度
か

ら
財
政
状
況
及
び

調
査
体
制
が
整
わ

な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、休
止
中
で
あ
る
。

調
査
を
進
め
る
に

は
、５
名
体
制
で
も

15
年
間
の
期
間
が

必
要
と
試
算
が
さ

れ
た
。

調
査
年
限
の
延

長
も
検
討
さ
れ
た
が
、

総
事
業
費
が
よ
り
高

額
と
な
る
為
、休
止

と
な
っ
た
。

現
在
、人
員
、財

政
の
両
面
に
お
い
て
、

休
止
を
判
断
し
た

時
期
よ
り
、更
に
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。

故
に
再
開
で
き
る

時
期
は
不
透
明
で

は
あ
る
が
、今
後
も

情
報
収
集
等
に
努

め
て
い
く
。

意
見
納
税
方
法
も

国
土
調
査
も
住
民

生
活
の
基
盤
と
な
る

も
の
で
あ
り
、住
み

た
い
ま
ち
づ
く
り
に

は
欠
か
せ
な
い
要
項

で
あ
る
。地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
切
望
す
る
。

問

答問

答
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●一般質問に対する進捗状況について

渡辺　由美子 議員渡辺　由美子 議員

そこが知りたい  一般質問 そこが知りたい  一般質問

問
２
０
２
３
年
、６

月
、一般
質
問
で
の
未

就
学
児
が
遊
べ
る
公

園
の
新
設
に
つ
い
て

の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答
小
竹
町
で
は
、

若
い
世
代
を
中
心
に

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、多
く
の
御

意
見
を
賜
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
そ
の
中
で
も
公
園

な
ど
子
ど
も
の
遊
び

場
の
新
設
に
つ
い
て

は
非
常
に
ニ
ー
ズ
が

高
い
こ
と
も
改
め
て

把
握
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
子
ど
も
の
遊
び

場
と
い
う
視
点
で
は
、

屋
外
の
公
園
だ
け
で

な
く
、廃
校
な
ど
を

活
用
し
た
、室
内
に

遊
具
を
備
え
た
遊

び
場
な
ど
も
注
目

さ
れ
て
お
り
、各
地

で
整
備
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。　

　
今
後
も
様
々
な
視

点
か
ら
検
討
を
進
め
、

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
子

育
て
環
境
と
賑
わ
い

の
あ
る
町
を
目
指
す
。

意
見
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
結

果
、公
園
な
ど
子
ど

も
の
遊
び
場
の
新
設

に
つ
い
て
は
、非
常

に
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
は
ず
。

　
町
長
の
決
断
で
、

令
和
７
年
度
の
当

初
予
算
に
、公
園
の

新
設
の
予
算
が
計

上
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

問
子
育
て
世
帯
へ

の
経
済
的
支
援
や
環

境
整
備
、支
援
の
た

め「
お
む
つ
と
安
心

定
期
便
」の
進
捗
状

況
は
。

　答
限
ら
れ
た
財
源

を
ど
の
よ
う
に
配
分

す
る
か
を
検
討
す

る
中
で
、「
お
む
つ
と

安
心
定
期
便
」な
ど

の
単
一
の
施
策
に
集

中
す
る
の
で
は
な
く
、

広
範
囲
に
わ
た
る
多

様
な
要
望
に
答
え

る
た
め
包
括
的
な

取
り
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
。

　「
お
む
つ
と
安
心

定
期
便
」に
つ
い
て

は
、現
時
点
で
は
実

施
し
な
い
こ
と
と
し

た
が
、妊
娠
期
を
含

め
、子
育
て
世
代
を

支
え
る
施
策
を
重

要
課
題
と
位
置
づ

け
、よ
り
有
効
な
サ

ポ
ー
ト
が
可
能
と

な
る
よ
う
引
き
続

き
取
り
組
む
。

問答

問答

●マイナ保険証移行に伴う短期保険証の取り扱いは

宮野　一男 議員宮野　一男 議員

問
政
府
は
今
年
の

12
月
２
日
、紙
の
保

険
証
を
廃
止
し
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
保
険
証
を
一
体
化

し
た
マ
イ
ナ
保
険

証
の
導
入
を
強
行

し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、短

期
保
険
証
も
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
短
期
保
険
証
は

国
保
税
の
支
払
い
が

遅
れ
た
人
に
対
し
て

交
付
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
が
廃
止
さ
れ

れ
ば
国
保
税
の
滞

納
者
は
、受
診
の
際

に
10
割
負
担
に
な
る
。

　
短
期
保
険
証
の

対
象
者
は
保
険
税

を
払
い
た
く
て
も
払

え
な
い
人
た
ち
が
殆

ど
で
あ
る
。

　
そ
の
人
に
10
割
の

負
担
を
求
め
る
と
い

う
こ
と
は
、酷
な
話

で
あ
る
。

　
ま
た
一
旦
10
割

を
負
担
を
し
、後
日

役
場
で
申
請
す
れ

ば
、７
割
ま
た
は
８

割
の
払
戻
し
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、こ
れ
も
ま
た

大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
に

登
録
し
て
い
な
い
人

に
は
資
格
確
認
書

が
発
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
負
担
軽
減
の
た

め
に
、短
期
保
険
証

の
発
行
が
で
き
な
い

の
か
。

答
国
民
健
康
保
険

税
を
滞
納
し
て
い
る

世
帯
主
等
に
対
し
て

は
、12
月
１
日
ま
で

は
分
割
納
付
の
相

談
を
受
け
た
方
に
対

し
て
、有
効
期
限
が

短
い
短
期
保
険
証

を
交
付
し
て
い
た
。

　
今
回
の
法
改
正

に
よ
る
保
険
証
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
一
体
化
に
よ
っ
て
、

保
険
証
の
有
効
期

限
が
な
く
な
っ
た
た

め
、有
効
期
限
が
短

い
短
期
保
険
証
に
つ

い
て
も
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
保
険
税
の
滞
納

が
あ
る
世
帯
に
対
し

て
は
、納
期
限
か
ら

１
年
を
経
過
す
る
ま

で
の
間
に
、市
町
村

が
納
付
勧
奨
や
納

付
相
談
の
機
会
を

確
保
し
て
も
、な
お

保
険
税
が
納
付
さ

れ
な
い
場
合
は
、災

害
や
そ
の
他
特
別
の

事
情
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
を

除
き
、特
別
療
養
費

制
度
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
制
度
は
、医

療
機
関
で
被
保
険

者
が
一
旦
10
割
支

払
い
、後
日
、保
険

者
が
請
求
に
基
づ

き
、自
己
負
担
分
を

支
給
す
る
制
度
で

あ
る
。

　
特
別
療
養
費
制

度
に
つ
い
て
は
国
か

ら
の
通
知
で
は
、機

械
的
な
運
用
を
行

う
こ
と
な
く
、納
付

相
談
の
期
間
を
確

保
し
、特
別
の
事
情

の
把
握
を
適
切
に

行
っ
た
上
で
、対
象

と
す
る
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
小
竹
町
で
は
、従

前
よ
り
滞
納
世
帯

主
等
と
の
定
期
的

な
接
触
機
会
を
確

保
す
る
た
め
、勧
奨

通
知
を
定
期
的
に

送
付
す
る
な
ど
の
対

応
を
と
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、現
時
点

で
滞
納
が
あ
る
方

に
つ
い
て
は
納
付
相

談
の
機
会
を
設
け
、

分
割
納
付
を
促
す

な
ど
必
要
な
対
応

を
引
き
続
き
進
め

て
い
く
。

　
そ
の
上
で
、来
年

７
月
ま
で
に
滞
納
分

が
完
納
し
な
い
場
合

の
み
特
別
療
養
費
の

支
給
対
象
者
に
し
て

い
る
。

　
国
民
健
康
保
険

の
収
納
率
の
向
上
は

制
度
運
営
上
極
め

て
重
要
で
あ
る
。

　
滞
納
者
に
は
、自

ら
の
課
題
等
に
応
じ

た
各
種
相
談
が
行

え
る
よ
う
十
分
に
配

慮
し
、従
前
ど
お
り

滞
納
処
分
も
含
め

収
納
対
策
の
厳
粛

な
実
施
に
努
め
て
い

き
た
い
。

問

答意
見
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●一般質問に対する進捗状況について

渡辺　由美子 議員渡辺　由美子 議員

そこが知りたい  一般質問 そこが知りたい  一般質問

問
２
０
２
３
年
、６

月
、一般
質
問
で
の
未

就
学
児
が
遊
べ
る
公

園
の
新
設
に
つ
い
て

の
進
捗
状
況
を
問
う
。

答
小
竹
町
で
は
、

若
い
世
代
を
中
心
に

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、多
く
の
御

意
見
を
賜
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
そ
の
中
で
も
公
園

な
ど
子
ど
も
の
遊
び

場
の
新
設
に
つ
い
て

は
非
常
に
ニ
ー
ズ
が

高
い
こ
と
も
改
め
て

把
握
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　
子
ど
も
の
遊
び

場
と
い
う
視
点
で
は
、

屋
外
の
公
園
だ
け
で

な
く
、廃
校
な
ど
を

活
用
し
た
、室
内
に

遊
具
を
備
え
た
遊

び
場
な
ど
も
注
目

さ
れ
て
お
り
、各
地

で
整
備
さ
れ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。　

　
今
後
も
様
々
な
視

点
か
ら
検
討
を
進
め
、

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
子

育
て
環
境
と
賑
わ
い

の
あ
る
町
を
目
指
す
。

意
見
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
結

果
、公
園
な
ど
子
ど

も
の
遊
び
場
の
新
設

に
つ
い
て
は
、非
常

に
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
は
ず
。

　
町
長
の
決
断
で
、

令
和
７
年
度
の
当

初
予
算
に
、公
園
の

新
設
の
予
算
が
計

上
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

問
子
育
て
世
帯
へ

の
経
済
的
支
援
や
環

境
整
備
、支
援
の
た

め「
お
む
つ
と
安
心

定
期
便
」の
進
捗
状

況
は
。

　答
限
ら
れ
た
財
源

を
ど
の
よ
う
に
配
分

す
る
か
を
検
討
す

る
中
で
、「
お
む
つ
と

安
心
定
期
便
」な
ど

の
単
一
の
施
策
に
集

中
す
る
の
で
は
な
く
、

広
範
囲
に
わ
た
る
多

様
な
要
望
に
答
え

る
た
め
包
括
的
な

取
り
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
と
い
う
結

論
に
至
っ
た
。

　「
お
む
つ
と
安
心

定
期
便
」に
つ
い
て

は
、現
時
点
で
は
実

施
し
な
い
こ
と
と
し

た
が
、妊
娠
期
を
含

め
、子
育
て
世
代
を

支
え
る
施
策
を
重

要
課
題
と
位
置
づ

け
、よ
り
有
効
な
サ

ポ
ー
ト
が
可
能
と

な
る
よ
う
引
き
続

き
取
り
組
む
。

問答

問答

●マイナ保険証移行に伴う短期保険証の取り扱いは

宮野　一男 議員宮野　一男 議員

問
政
府
は
今
年
の

12
月
２
日
、紙
の
保

険
証
を
廃
止
し
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
保
険
証
を
一
体
化

し
た
マ
イ
ナ
保
険

証
の
導
入
を
強
行

し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、短

期
保
険
証
も
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
短
期
保
険
証
は

国
保
税
の
支
払
い
が

遅
れ
た
人
に
対
し
て

交
付
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
が
廃
止
さ
れ

れ
ば
国
保
税
の
滞

納
者
は
、受
診
の
際

に
10
割
負
担
に
な
る
。

　
短
期
保
険
証
の

対
象
者
は
保
険
税

を
払
い
た
く
て
も
払

え
な
い
人
た
ち
が
殆

ど
で
あ
る
。

　
そ
の
人
に
10
割
の

負
担
を
求
め
る
と
い

う
こ
と
は
、酷
な
話

で
あ
る
。

　
ま
た
一
旦
10
割

を
負
担
を
し
、後
日

役
場
で
申
請
す
れ

ば
、７
割
ま
た
は
８

割
の
払
戻
し
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、こ
れ
も
ま
た

大
変
な
こ
と
で
あ
る
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
に

登
録
し
て
い
な
い
人

に
は
資
格
確
認
書

が
発
行
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　
負
担
軽
減
の
た

め
に
、短
期
保
険
証

の
発
行
が
で
き
な
い

の
か
。

答
国
民
健
康
保
険

税
を
滞
納
し
て
い
る

世
帯
主
等
に
対
し
て

は
、12
月
１
日
ま
で

は
分
割
納
付
の
相

談
を
受
け
た
方
に
対

し
て
、有
効
期
限
が

短
い
短
期
保
険
証

を
交
付
し
て
い
た
。

　
今
回
の
法
改
正

に
よ
る
保
険
証
と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
一
体
化
に
よ
っ
て
、

保
険
証
の
有
効
期

限
が
な
く
な
っ
た
た

め
、有
効
期
限
が
短

い
短
期
保
険
証
に
つ

い
て
も
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
保
険
税
の
滞
納

が
あ
る
世
帯
に
対
し

て
は
、納
期
限
か
ら

１
年
を
経
過
す
る
ま

で
の
間
に
、市
町
村

が
納
付
勧
奨
や
納

付
相
談
の
機
会
を

確
保
し
て
も
、な
お

保
険
税
が
納
付
さ

れ
な
い
場
合
は
、災

害
や
そ
の
他
特
別
の

事
情
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
を

除
き
、特
別
療
養
費

制
度
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
制
度
は
、医

療
機
関
で
被
保
険

者
が
一
旦
10
割
支

払
い
、後
日
、保
険

者
が
請
求
に
基
づ

き
、自
己
負
担
分
を

支
給
す
る
制
度
で

あ
る
。

　
特
別
療
養
費
制

度
に
つ
い
て
は
国
か

ら
の
通
知
で
は
、機

械
的
な
運
用
を
行

う
こ
と
な
く
、納
付

相
談
の
期
間
を
確

保
し
、特
別
の
事
情

の
把
握
を
適
切
に

行
っ
た
上
で
、対
象

と
す
る
必
要
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
小
竹
町
で
は
、従

前
よ
り
滞
納
世
帯

主
等
と
の
定
期
的

な
接
触
機
会
を
確

保
す
る
た
め
、勧
奨

通
知
を
定
期
的
に

送
付
す
る
な
ど
の
対

応
を
と
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
、現
時
点

で
滞
納
が
あ
る
方

に
つ
い
て
は
納
付
相

談
の
機
会
を
設
け
、

分
割
納
付
を
促
す

な
ど
必
要
な
対
応

を
引
き
続
き
進
め

て
い
く
。

　
そ
の
上
で
、来
年

７
月
ま
で
に
滞
納
分

が
完
納
し
な
い
場
合

の
み
特
別
療
養
費
の

支
給
対
象
者
に
し
て

い
る
。

　
国
民
健
康
保
険

の
収
納
率
の
向
上
は

制
度
運
営
上
極
め

て
重
要
で
あ
る
。

　
滞
納
者
に
は
、自

ら
の
課
題
等
に
応
じ

た
各
種
相
談
が
行

え
る
よ
う
十
分
に
配

慮
し
、従
前
ど
お
り

滞
納
処
分
も
含
め

収
納
対
策
の
厳
粛

な
実
施
に
努
め
て
い

き
た
い
。

問

答意
見

令和７年２月１日　福岡県小竹町　議会だより No.251 （6）令和７年２月１日　福岡県小竹町　議会だより No.251 （7）
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●ため池の環境保全は

和田　明 議員和田　明 議員

そこが知りたい  一般質問 そこが知りたい  一般質問

問
権
現
堂
た
め
池

の
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業

が
今
年
度
で
終
わ
る

と
聞
い
た
の
で
、そ

れ
を
前
提
に
質
問
す

る
。

　
①
小
竹
町
に
存

在
す
る
た
め
池
の

数
、役
割
、目
的
は
。

　
②
た
め
池
の
保

全
管
理
に
お
け
る
問

題
点
は
。

　
③
た
め
池
を
取

り
巻
く
今
の
環
境

は
防
災
上
の
観
点

か
ら
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
き
た
か
。

答
①
小
竹
町
に
は

た
め
池
が
23
カ
所

あ
り
、そ
の
う
ち
20

カ
所
の
た
め
池
を
小

竹
町
地
域
防
災
計

画
に
お
い
て
防
災
重

点
た
め
池
と
位
置

付
け
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
た
め
池

の
主
な
用
途
は
農

業
用
水
の
貯
留
で

あ
る
。

　
②
た
め
池
の
保

全
管
理
に
お
け
る
問

題
点
は
大
き
く
３
つ

の
問
題
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　
第
１
に
た
め
池
の

老
朽
化
。

　
第
２
に
管
理
主
体

の
不
在
。

　
第
３
に
利
用
の
空

洞
化
。

　
③
防
災
の
観
点

か
ら
た
め
池
を
め
ぐ

る
法
整
備
が
進
み
、

防
災
重
点
た
め
池

を
中
心
に
県
と
連

携
し
、ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど

必
要
な
ソ
フ
ト
対
策

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、堤
体
余
水

吐
等
の
施
設
機
能

の
適
切
な
維
持
に
向

け
た
ハ
ー
ド
対
策
事

業
も
併
せ
て
実
施

し
て
い
る
。

問
た
め
池
は
地
下

水
脈
へ
透
水
さ
せ
て

水
を
確
保
さ
せ
る

防
水
拠
点
の
調
整

池
と
い
う
大
き
な
役

割（
涵
養
）も
あ
る
。

　
現
在
、権
現
堂
た

め
池
は
３
万
５
０
０

０
立
法
メ
ー
ト
ル
も

積
土
が
あ
り
、さ
ら

に
ヘ
ド
ロ
が
多
い
た

め
涵
養
の
機
能
が

果
た
さ
れ
て
い
な
い
。

　
20
％
し
か
し
ゅ
ん

せ
つ
が
終
わ
っ
て
い

な
い
の
に
事
業
が
終

わ
る
の
は
い
か
が
な

も
の
か
と
思
う
。

　
70
％
補
助
の
緊

急
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業

債
が
あ
る
が
、ど
う

考
え
る
か
。

　
環
境
基
本
法
第

７
条
に
は
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
環
境

保
全
の
責
務
が
書

か
れ
て
い
る
が
、ど

う
考
え
る
か
。

　
遠
賀
川
流
域
21

市
町
村
で
の
治
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

ど
う
い
う
話
が
あ
っ

た
か
。

答
防
災
の
観
点
か

ら
言
え
ば
堤
体
の

確
認
、余
水
吐
の
確

認
、底
樋
の
機
能
回

復
に
よ
り
、事
前
に

水
を
吐
け
て
お
け
る

よ
う
な
機
能
を
回

復
で
き
る
予
定
で
、

事
業
完
了
し
た
と

捉
え
て
い
る
。

　
市
町
村
の
責
務

は
、ソ
フ
ト
事
業
と

ハ
ー
ド
事
業
を
織
り

交
ぜ
て
行
っ
て
い
く
。

　
21
市
町
村
治
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

遠
賀
川
の
し
ゅ
ん
せ

つ
を
積
極
的
に
取
り

組
み
、涵
養
の
考
え

方
を
進
め
て
水
害

が
起
き
な
い
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。

問
財
政
が
な
い
た

め
、し
ゅ
ん
せ
つ
事

業
を
継
続
で
き
な
い

と
聞
い
た
。

　
ま
だ
ヘ
ド
ロ
が
多

く
堆
積
し
て
い
る
の

に
、し
ゅ
ん
せ
つ
事

業
を
や
め
る
合
理

的
な
説
明
を
。

答
防
災
で
き
る
範

囲
の
し
ゅ
ん
せ
つ
は

行
え
た
。

　
今
後
は
予
防
措

置・点
検・ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
製
・
積
極

的
な
管
理
に
努
め
る

し
か
な
い
。

　
小
竹
町
の
予
算

の
運
営
は
私
の
責
任

に
お
い
て
配
分
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
農
業
用
施
設

に
使
え
る
基
金
が

３
億
５
８
０
０
万
円

あ
る
。

　
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
も
環
境
保
全

に
使
え
る
と
書
い
て

い
る
。

　
令
和
６
年
で
終
わ

る
予
定
だ
っ
た
緊
急

し
ゅ
ん
せ
つ
債
が
１

年
延
長
し
た
。

　
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業

継
続
に
向
け
て
努
力

し
て
ほ
し
い
。

問答

問

問 答

答

●小竹町手話言語条例について

和田　伸一 議員和田　伸一 議員

問
手
話
は
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
言
語

で
あ
る
こ
と
の
認
識

に
基
づ
き
、手
話
に

対
す
る
理
解
を
広

め
、す
べ
て
の
町
民

が
地
域
で
支
え
合

う
こ
と
で
、障
が
い

の
あ
る
人
も
、無
い

人
も
共
に
尊
重
し

合
う
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
、

令
和
５
年
４
月
１

日
小
竹
町
手
話
言

語
条
例
が
制
定
さ

れ
た
。

　
小
竹
町
で
は
福

祉
に
理
解
と
熱
意

の
あ
る
方
に
対
し
、

今
年
度
は
小
竹
町

手
話
奉
仕
員
養
成

事
業
入
門
編
が
実

施
さ
れ
、十
数
名
の

方
が
参
加
し
た
。

　
令
和
７
年
度
の

実
施
計
画
を
伺
う
。

　
ま
た
、聴
覚
障
が

い
者
の
社
会
参
加
や

交
流
活
動
の
促
進

を
支
援
す
る
手
話

通
訳
者
を
育
成
す

る
た
め
の
全
国
手

話
検
定
試
験
を
受

験
す
る
方
に
対
し
て

交
付
す
る
、補
助
金

制
度
を
検
討
し
、頑

張
っ
て
い
る
方
を
後

押
し
て
は
。

答
手
話
奉
仕
員
養

成
事
業
に
つ
い
て
令

和
６
年
度
は
入
門

編
を
毎
週
金
曜
日

に
小
竹
町
で
実
施
し
、

令
和
７
年
度
は
会

場
を
宮
若
市
に
移

し
て
、基
礎
編
を
実

施
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　
全
国
手
話
検
定

試
験
に
つ
い
て
は
手

話
の
知
識
だ
け
で
は

な
く
、ろ
う
者
の
方

と
ど
の
く
ら
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、レ
ベ
ル
に

応
じ
た
試
験
が
行

わ
れ
、小
竹
町
で
は

障
が
い
が
あ
る
方
の

情
報
利
用
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
目
指
し
、

手
話
な
ど
の
意
思

疎
通
支
援
の
た
め
の

人
材
育
成
を
目
標

に
掲
げ
て
い
る
。

　
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
を
受
講
い

た
だ
い
た
方
た
ち
が
、

さ
ら
な
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

検
定
試
験
に
臨
み
、

小
竹
町
に
お
け
る
意

思
疎
通
支
援
の
担
い

手
と
な
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、検
定
料

の
補
助
に
つ
い
て
は

前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。

意
見
令
和
７
年
手

話
奉
仕
員
養
成
事

業
に
併
せ
て
、小
竹

町
独
自
の
事
業
と

し
て
こ
ど
も
園
、小

中
学
校
、高
齢
者
施

設
等
を
含
め
、親
子

３
世
代
で
学
べ
る
手

話
事
業
な
ど
、子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で

全
町
民
が
手
話
で

挨
拶
が
で
き
る
ま
ち

を
目
指
す
こ
と
も
、

ほ
か
の
町
に
な
い
特

色
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、小
さ
な

町
が
ゆ
え
に
可
能
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　
ま
た
、聴
覚
障
が

い
者
の
方
だ
け
で
は

な
く
、身
体
障
が
い

者
の
方
、知
的
障
が

い
者
、本
人
、家
族

の
方
も
含
め
、安
心

し
て
生
活
で
き
る
支

援
体
制
の
充
実
を

望
む
。

問

答

意
見

令和７年２月１日　福岡県小竹町　議会だより No.251 （8）令和７年２月１日　福岡県小竹町　議会だより No.251 （9）

意
見
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●ため池の環境保全は

和田　明 議員和田　明 議員

そこが知りたい  一般質問 そこが知りたい  一般質問

問
権
現
堂
た
め
池

の
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業

が
今
年
度
で
終
わ
る

と
聞
い
た
の
で
、そ

れ
を
前
提
に
質
問
す

る
。

　
①
小
竹
町
に
存

在
す
る
た
め
池
の

数
、役
割
、目
的
は
。

　
②
た
め
池
の
保

全
管
理
に
お
け
る
問

題
点
は
。

　
③
た
め
池
を
取

り
巻
く
今
の
環
境

は
防
災
上
の
観
点

か
ら
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
き
た
か
。

答
①
小
竹
町
に
は

た
め
池
が
23
カ
所

あ
り
、そ
の
う
ち
20

カ
所
の
た
め
池
を
小

竹
町
地
域
防
災
計

画
に
お
い
て
防
災
重

点
た
め
池
と
位
置

付
け
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
た
め
池

の
主
な
用
途
は
農

業
用
水
の
貯
留
で

あ
る
。

　
②
た
め
池
の
保

全
管
理
に
お
け
る
問

題
点
は
大
き
く
３
つ

の
問
題
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　
第
１
に
た
め
池
の

老
朽
化
。

　
第
２
に
管
理
主
体

の
不
在
。

　
第
３
に
利
用
の
空

洞
化
。

　
③
防
災
の
観
点

か
ら
た
め
池
を
め
ぐ

る
法
整
備
が
進
み
、

防
災
重
点
た
め
池

を
中
心
に
県
と
連

携
し
、ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど

必
要
な
ソ
フ
ト
対
策

事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、堤
体
余
水

吐
等
の
施
設
機
能

の
適
切
な
維
持
に
向

け
た
ハ
ー
ド
対
策
事

業
も
併
せ
て
実
施

し
て
い
る
。

問
た
め
池
は
地
下

水
脈
へ
透
水
さ
せ
て

水
を
確
保
さ
せ
る

防
水
拠
点
の
調
整

池
と
い
う
大
き
な
役

割（
涵
養
）も
あ
る
。

　
現
在
、権
現
堂
た

め
池
は
３
万
５
０
０

０
立
法
メ
ー
ト
ル
も

積
土
が
あ
り
、さ
ら

に
ヘ
ド
ロ
が
多
い
た

め
涵
養
の
機
能
が

果
た
さ
れ
て
い
な
い
。

　
20
％
し
か
し
ゅ
ん

せ
つ
が
終
わ
っ
て
い

な
い
の
に
事
業
が
終

わ
る
の
は
い
か
が
な

も
の
か
と
思
う
。

　
70
％
補
助
の
緊

急
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業

債
が
あ
る
が
、ど
う

考
え
る
か
。

　
環
境
基
本
法
第

７
条
に
は
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
環
境

保
全
の
責
務
が
書

か
れ
て
い
る
が
、ど

う
考
え
る
か
。

　
遠
賀
川
流
域
21

市
町
村
で
の
治
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

ど
う
い
う
話
が
あ
っ

た
か
。

答
防
災
の
観
点
か

ら
言
え
ば
堤
体
の

確
認
、余
水
吐
の
確

認
、底
樋
の
機
能
回

復
に
よ
り
、事
前
に

水
を
吐
け
て
お
け
る

よ
う
な
機
能
を
回

復
で
き
る
予
定
で
、

事
業
完
了
し
た
と

捉
え
て
い
る
。

　
市
町
村
の
責
務

は
、ソ
フ
ト
事
業
と

ハ
ー
ド
事
業
を
織
り

交
ぜ
て
行
っ
て
い
く
。

　
21
市
町
村
治
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

遠
賀
川
の
し
ゅ
ん
せ

つ
を
積
極
的
に
取
り

組
み
、涵
養
の
考
え

方
を
進
め
て
水
害

が
起
き
な
い
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。

問
財
政
が
な
い
た

め
、し
ゅ
ん
せ
つ
事

業
を
継
続
で
き
な
い

と
聞
い
た
。

　
ま
だ
ヘ
ド
ロ
が
多

く
堆
積
し
て
い
る
の

に
、し
ゅ
ん
せ
つ
事

業
を
や
め
る
合
理

的
な
説
明
を
。

答
防
災
で
き
る
範

囲
の
し
ゅ
ん
せ
つ
は

行
え
た
。

　
今
後
は
予
防
措

置・点
検・ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
製
・
積
極

的
な
管
理
に
努
め
る

し
か
な
い
。

　
小
竹
町
の
予
算

の
運
営
は
私
の
責
任

に
お
い
て
配
分
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見
農
業
用
施
設

に
使
え
る
基
金
が

３
億
５
８
０
０
万
円

あ
る
。

　
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
も
環
境
保
全

に
使
え
る
と
書
い
て

い
る
。

　
令
和
６
年
で
終
わ

る
予
定
だ
っ
た
緊
急

し
ゅ
ん
せ
つ
債
が
１

年
延
長
し
た
。

　
し
ゅ
ん
せ
つ
事
業

継
続
に
向
け
て
努
力

し
て
ほ
し
い
。

問答

問

問 答

答

●小竹町手話言語条例について

和田　伸一 議員和田　伸一 議員

問
手
話
は
人
と
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
言
語

で
あ
る
こ
と
の
認
識

に
基
づ
き
、手
話
に

対
す
る
理
解
を
広

め
、す
べ
て
の
町
民

が
地
域
で
支
え
合

う
こ
と
で
、障
が
い

の
あ
る
人
も
、無
い

人
も
共
に
尊
重
し

合
う
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
、

令
和
５
年
４
月
１

日
小
竹
町
手
話
言

語
条
例
が
制
定
さ

れ
た
。

　
小
竹
町
で
は
福

祉
に
理
解
と
熱
意

の
あ
る
方
に
対
し
、

今
年
度
は
小
竹
町

手
話
奉
仕
員
養
成

事
業
入
門
編
が
実

施
さ
れ
、十
数
名
の

方
が
参
加
し
た
。

　
令
和
７
年
度
の

実
施
計
画
を
伺
う
。

　
ま
た
、聴
覚
障
が

い
者
の
社
会
参
加
や

交
流
活
動
の
促
進

を
支
援
す
る
手
話

通
訳
者
を
育
成
す

る
た
め
の
全
国
手

話
検
定
試
験
を
受

験
す
る
方
に
対
し
て

交
付
す
る
、補
助
金

制
度
を
検
討
し
、頑

張
っ
て
い
る
方
を
後

押
し
て
は
。

答
手
話
奉
仕
員
養

成
事
業
に
つ
い
て
令

和
６
年
度
は
入
門

編
を
毎
週
金
曜
日

に
小
竹
町
で
実
施
し
、

令
和
７
年
度
は
会

場
を
宮
若
市
に
移

し
て
、基
礎
編
を
実

施
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　
全
国
手
話
検
定

試
験
に
つ
い
て
は
手

話
の
知
識
だ
け
で
は

な
く
、ろ
う
者
の
方

と
ど
の
く
ら
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
、レ
ベ
ル
に

応
じ
た
試
験
が
行

わ
れ
、小
竹
町
で
は

障
が
い
が
あ
る
方
の

情
報
利
用
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
目
指
し
、

手
話
な
ど
の
意
思

疎
通
支
援
の
た
め
の

人
材
育
成
を
目
標

に
掲
げ
て
い
る
。

　
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
を
受
講
い

た
だ
い
た
方
た
ち
が
、

さ
ら
な
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

検
定
試
験
に
臨
み
、

小
竹
町
に
お
け
る
意

思
疎
通
支
援
の
担
い

手
と
な
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、検
定
料

の
補
助
に
つ
い
て
は

前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。

意
見
令
和
７
年
手

話
奉
仕
員
養
成
事

業
に
併
せ
て
、小
竹

町
独
自
の
事
業
と

し
て
こ
ど
も
園
、小

中
学
校
、高
齢
者
施

設
等
を
含
め
、親
子

３
世
代
で
学
べ
る
手

話
事
業
な
ど
、子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で

全
町
民
が
手
話
で

挨
拶
が
で
き
る
ま
ち

を
目
指
す
こ
と
も
、

ほ
か
の
町
に
な
い
特

色
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
、小
さ
な

町
が
ゆ
え
に
可
能
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　
ま
た
、聴
覚
障
が

い
者
の
方
だ
け
で
は

な
く
、身
体
障
が
い

者
の
方
、知
的
障
が

い
者
、本
人
、家
族

の
方
も
含
め
、安
心

し
て
生
活
で
き
る
支

援
体
制
の
充
実
を

望
む
。

問

答

意
見

令和７年２月１日　福岡県小竹町　議会だより No.251 （8）令和７年２月１日　福岡県小竹町　議会だより No.251 （9）

意
見



あなたの『自慢の一枚』を募集します！

令和７年２月１日
（2025年）

251第 号

小 竹 町 議 会
福岡県鞍手郡小竹町
TEL 0949‒62‒1967
FAX 0949‒62‒1240
議会広報編集委員会
マツオ印刷株式会社

■発　行

■編　集
■印　刷

　令和7年3月末をもって閉校を迎える小竹西小
学校、小竹南小学校、小竹北小学校の写真。
　小竹みらい小学校へと生まれ変わります。

　私たち町民は多くの子どもたちを育んでくれた
校舎への感謝と敬意の気持ちを忘れません。

広
報
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
11
月
26
日
、福
岡
県
町
村
議
会
議
長
会
主
催

で
議
会
広
報
編
集
委
員
の
研
修
会
が
博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ

テ
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
広
報
編
集
委
員
が
参
加
し
、議
会
だ
よ
り
を
皆
さ
ん
に

読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、ど
の
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
を

す
る
べ
き
か
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
後
も
読
み
や
す
く
、分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に

励
み
ま
す
。

令和７年２月１日　福岡県小竹町　議会だより No.251（10）

自慢の一枚

　傍聴の手続きは、受付票に住所、氏名、
年齢を記入するだけです。ご不明な点は議
会事務局まで、お気軽にお問い合わせくだ
さい。　 【電話 0949 - 62 - 1967】

議会を傍聴してみませんか
小竹町議会YouTubeチャンネルで
議会中継・動画を公開中！
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◆主な議案 ････････････････････････････２
◆令和６年度補正予算 ･･････････････････３
◆一般質問 ････････････････････････････４

（令和６年12月５日～令和６年12月17日　１3日間）
12月定例会

検 索 小竹町議会  YouTube

※事情により変更される場合もありますのでご了承ください。

次回の定例会は、
３月３日（月）に開会予定です。

コメントを添えて議会事務局へ持参
または下記のアドレスへ送ってください。
応募作品の中から毎回、厳選の一枚を掲載
させていただきます。ご応募お待ちしております。

応募先 gikai@town.kotake.lg.jp

小
竹
町
の
皆
様
、新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
は
巳
年
で
ご
ざ
い

ま
す
。

へ
び
は
家
の
守
り
神
、金
運
の

象
徴
と
さ
れ
た
り
、夢
に
出
て
く

れ
ば
出
世
や
長
生
き
、１
日
３
回

見
る
と
御
馳
走
に
あ
り
つ
く
な
ど
、

幸
運
や
あ
り
が
た
い
存
在
と
し
て

言
い
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、実
物
の
へ
び
に
遭
遇
す

る
の
は
遠
慮
し
た
い
も
の
で
す
。

古
代
、日
本
や
中
国
で
は
西
暦

１
２
０
０
年
頃
ま
で
、「
虹
は
生
き

も
の
だ
」と
考
え
ら
れ
て
い
て
、虹

を
大
蛇
が
大
空
を
貫
く
さ
ま
に
見

立
て
て
い
た
よ
う
で
す
。

今
年
も
幸
運
の
大
き
な
虹
が
皆

様
の
も
と
に
た
く
さ
ん
舞
い
降
り

て
き
ま
す
様
、願
っ
て
い
ま
す
。

１
日
１
日
を
大
切
に
過
ご
し
、

体
が
疲
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
と
も
、

常
に「
心
は
元
気
に
」を
合
言
葉
に

頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
　
和
田
伸
一
）

編
集
後
記

編
集
後
記

〔写真提供者 御徳２区 小川 浩史 さま〕 黒川温泉の湯灯りでほっこり




